
Title [序]

Description 中島九郎の肖像あり

Citation 北海道帝國大學法經會法經會論叢, 9

Issue Date 1941-04

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/11293

Type other

File Information 09.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP





北
海
道
帝
園
大
墜
教
授
農
墜
博
士
中
島
九
郎
先
生
は
、
明
治
四
十
三
年
札
幌
農
撃
校
農
事
科
を
卒
業
さ
れ

て
か
ら
、
直
ち
に
母
校
に
職
を
奉
ぜ
ら
れ
、
爾
来
、
東
北
帝
園
大
拳
奮
農
科
大
陸
宇
農
曲
学
第
二
部
、
更
に
北
海
道
帝
閤

大
塵
農
事
部
農
業
経
済
肇
科
と
、
名
は
襲
つ
で
も
一
貫
し
た
本
教
室
を
守
り
績
け
、
其
の
護
展
に
努
力
し
}
後
進

を
養
成
し
、
品
川
年
の
歳
、
月
を
経
ら
れ
た
。
故
佐
藤
昌
介
先
生
、
並
'
び
に
高
岡
熊
雄
先
生
を
助
け
て
共
の
後
を
嗣

が
れ
た
。
即
ち
農
業
経
管
準
、
農
史
撃
及
農
政
墜
等
を
研
鏡
講
越
し
て
居
ら
れ
る
。
先
生
は
、
世
聞
に
出
示
、
名

を
費
ら
や
、
墜
殖
を
深
蔵
さ
れ
た
。
一
例
を
云
へ
ば
、
先
生
は
濁
逸
農
業
経
済
撃
の
擢
威
な
る
、
フ
ォ
ン
ム
ア
ア
・
ゴ

ル
ツ
の
農
業
経
皆
墜
や
プ

l

ヘ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
農
政
嬰
ま
で
全
課
さ
れ
た
が
、
箆
底
に
醸
し
て
し
ま
は
れ
た

と
云
ふ
。
品
ん
も
一
度
護
表
さ
る

L

や
他
を
墜
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
へ
ば
北
海
道
帝
園
大
事
に
於
て
、
製
位

令
第
二
僚
に
依
る
皐
位
授
輿
の
先
頭
を
切
っ
た
、
「
特
に
議
舎
討
論
を
通
じ
て
見
た
る
米
園
土
地
制
度
の
護
.

展

」

ハ

同

大

撃

紀

要

英

文

〉

「

創

基

五

十

年

の
如
き
、
又
名
は
明
に
せ
ら
れ
ぬ
が
主
と
し
て
先
生
の
筆
に
な
る

北
海
道
帝
囲
r

大
事
沿
革
史
」
の
如
き
立
波
及
業
績
が
あ
る
。

が
過
賞
、
な
る
題
名
等
を
奥
へ
ら
る

L

例
ぽ
、
高
岡
熊
雄
先
生
在
〆
職
叶
五
年
記
念
論
文
集
に

細
か
い
や
う
だ
が
、
文
字
に
造
詣
の
深
い
先
生

「
法
経
企
冨
」

如
く
し
て
我
等
は
先
生
の
撃
恩
に
浴
す
る
と
と
が
多
い
。

と
つ
け
ら
れ
た
如
き
で
あ
る
。

本
舎
の

「
農
政
と
経
済
」

と
一
耳
ふ
名
も
同
様
に
先
生
に
負
ふ
て
居
る
。

以
上
の

何
と
か
し
て
之
に
報
じ
た
く
思
ふ
た
が
、
時
局
多



忙
又
窒
窮
、
充
分
の
と
と
を
な
し
得
歩
、
僅
に
本
論
叢
を
捧
ぐ
る
を
以
て
微
意
を
表
す
る
に
至
っ
た
。

そ
れ
で

も
古
今
東
西
に
捗
る
問
題
を
扱
ふ
て
、
曲
学
界
に
貢
献
せ
ん
と
し
、
先
生
の
指
導
に
背
か
ざ
ら
ん
と
と
を
努
め
た

る
と
と
を
喜
ん
で
い
た
ど
き
た
い
の
で
あ
る
。

昭

和

十

六

年

四

月

執

筆

者

同


